
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019/3/4 No.36 
ＪＲ東労組青年部 

（東日本旅客鉄道労働組合青年部） 

発行責任者 福田 潤一 

【組合】 

・一律 6,000 円の賃金引上げは、社員、グリーンスタッフ、エ

ルダー社員全てにおいて実施を求める。 

・新人事賃金制度によって、現在の 40 歳代前半の人は賃金

カーブが緩やかになった。退職金も含めた老後への不安解

消や人材確保の観点から、第二基本給の凍結を求める。 

・企業の持続的成長は、現場で働く組合員・社員の協力、努

力なくしてあり得ない。気持ちよく仕事ができるよう、公正な

成果配分を強く求める。 

【会社】 

・基本給改定にあたっては、中長期的な経営の視点で、生産性

の向上、職責や職能、年齢等による生計費水準などを総合的

に勘案する。 

・ＪＲは広くご利用頂く高い公共性を有しており、突出感のないよ

うにしていきたい。 

・会社の持続的な成長を実現して、基本給改定等の社員還元

のみならず、多様で柔軟な働き方の実現等の総合的な処遇改

訂、さらなる働きがい向上、社員・家族の幸福を実現する好循

環をしっかりと生み出す必要がある。 

2019/03/03 毎日新聞 

 


